
 

 

 

 

 

　第５号掲載内容　

Ⅰ．第１０回　ふげん廃止措置技術専門
　　委員会の開催
Ⅱ．「ふげん」廃止措置における安全評
　　価の概要
Ⅲ．原子力学会「２００４年　秋の大会」
　　の報告
Ⅳ．ヒューマンマシンシステム研究部会
　　夏期セミナーへの参加
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ふげん廃止措置技術専門委員会は、機構外の各

関連技術分野の有識者１１名（主査：埼玉工業大

学 石榑教授）で構成されています。廃止措置の

技術的事項に関して様々なご意見ご指導を頂く

ことで、ふげんの廃止措置を安全かつ合理的に実

現するために必要となる技術開発を効率的に進

めるとともに、得られた成果を将来の原子力施設

の廃止措置に役立てていくことを目的としてい

ます。 

本委員会は、平成１１年１２月の第１回委員会

以来、年２回の頻度で開催しており、平成１６年

９月１０日（金）サイクル機構東京事務所におい

て第１０回の委員会を開催しました。 

今回の委員会では、①ふげん発電所の廃止措置

へ向けた準備状況、②廃止措置時における被ばく

線量等の安全評価（別記事参照）、③合理的な廃

止措置実現のために計画から解体作業、廃棄物管

理までサポートできる支援システムの開発状況、

及び、④県の原子力研究拠点化構想におけるサイ

クル機構の取組みについて報告し、活発な質疑応

答が行われました。 

委員会では、廃止措置に向けた計画が着実に進

められており、今後も廃止措置の規制内容に応じ

て適切な準備をすすめること、運転中の被ばく評 

価結果等を踏まえて安全評価に関する評価デー

タを整理すること、また、支援システムについて

は、解体計画の評価の他にクリアランス化を含め

た廃棄物の管理など様々な用途に有用なシステ

ムとして欲しい、などの貴重なご意見を多数頂き

ました。当委員会で頂いたご意見を今後の業務に

十分に反映しつつ、ふげんの廃止措置が安全かつ

合理的に実現できるよう、また将来の原子力施設

の廃止措置に活用できるよう技術成果の蓄積及

び公開に努めて行きたいと考えております。 
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現在「ふげん」では、廃止措置に向けて、原子

炉本体の解体工法やその他の機器・設備の解体計

画を検討中です。「安全評価」とは、運転時にお

いては、原子炉施設から発生する放射能や放射線

によって周辺公衆が受ける影響（被ばく線量）を

評価し、その施設の設計や立地条件の適否を評価

するものですが、廃止措置時においては、解体作

業時の周辺公衆の被ばく線量や解体に携わる作

業員の被ばく線量を評価することが主な作業で、
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解体時の安全確保を考える上で欠かせないもの

です。廃止措置における安全評価の手法は、実用

炉（ガス冷却炉、軽水炉）については、既に検討

が進められています。一方、「ふげん」において

は、実用炉との類似点が多いことから、基本的に

は実用炉で既に行われた手法を適用することが

できます。また、実用炉と異なる部分については、

評価のために必要となるデータ（ジルコニウム合

金の飛散データ、トリチウムによる汚染状況等）

を整備し、独自に安全性の影響を確認した上で安

全評価を行っていきます（図１参照）。 

■原子炉本体の構造材

に ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ合金を使用

■減速材に重水を使用

■一部 (原子炉本体、
重水系 )を除くプラン

トの構造

■評価核種、解体工法、

廃棄物の放出経路

■物量・残存放射能量
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実用炉実用炉実用炉実用炉とのとのとのとの相違点相違点相違点相違点
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図図図図１１１１「「「「ふげんふげんふげんふげん」」」」のののの実用炉実用炉実用炉実用炉とのとのとのとの類似点類似点類似点類似点・・・・相違点相違点相違点相違点
 

一方で、現在、経済産業省原子力安全・保安院

の委託調査で、「ふげん」を対象とした「研究開

発段階発電用原子炉施設の廃止措置に係る調査」

が原子力安全基盤機構（ＪＮＥＳ）によって進め

られ、規制としての安全評価の検討が行われてい

ます。これまでに「ふげん」では、放射化した原

子炉本体と主な汚染系統を解体した時に発生す

る放射性物質による周辺公衆の被ばく評価、原子

炉本体のみを対象とした、解体工法の違い（気中

切断、水中切断）による被ばく線量の比較といっ

た、解体時の概略安全評価を行なってきました。

その結果、解体時の周辺公衆の被ばく線量は、線

量目標値（「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量

目標値に関する指針」）である５０マイクロシー

ベルト／年を下回る結果となりました。 

今後は、「ふげん」の廃止措置で、いくつか想

定される解体・切断工法の違いに対応できる公衆

被ばく線量簡易計算システムを構築・活用し、更

に詳細なデータに基づいて安全評価を行ってい

きます。 

ＪＮＥＳＪＮＥＳＪＮＥＳＪＮＥＳによるによるによるによる調査調査調査調査
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 平成１６年 9 月 15 日～9 月 17 日、京都大学

吉田キャンパスにおいて、原子力学会「2004 年

秋の大会」が開催されました。原子力施設の廃止

措置技術（廃止措置システム、除去切断、解体技

術）として、計１４件の発表がありました。ふげ

ん発電所からは、３件（泉正憲、大和義明、岩崎

誠司）を発表しました（他、ＲＡＮＤＥＣと共同

発表１件）。 

ふげん発電所からの発表内容をまとめると

「「ふげん」における廃止措置システムエンジニ

アリング（８）」では、廃止措置計画の最適化を

図るために開発している廃止措置エンジニアリ

ングシステムのうち、「現場可視化システム」に

ついて発表しました。これは、解体作業前ミーテ

ィング等で作業員に周知する作業内容や解体機

器情報、放射線や汚染などの情報について、3 次

元ＣＧ等を用いて分かりやすく表示することに

より、安全確実な解体作業の遂行に寄与するもの

です。現在、現場可視化システムは、重水精製装

置Ｉについてプロトタイプが完成し、マーカの設

置及び検出、カメラ位置の評定、カメラ位置にお

ける線量率評価等を行い、問題点や改善点等の課

題について確認しています。 

「「ふげん」系統化学除染の廃止措置影響評価」

では、一次系配管の供用期間中除染で実績のある



酸化還元法（ＨＯＰ法：Hydrazine Oxalic acid 

Potassium Permanganate）を、運転終了後の

系統化学除染として実施した結果について発表

しました。この系統化学除染を実施することによ

り、雰囲気線量率は 0.05（ｍＳｖ／ｈ）以下と

なり、作業者の被ばく量低減を図ることが確認で

きました。さらに、系統化学除染を実施すること

により、解体廃棄物の放射能レベルが低減できた

ので、トータルのコストダウンを図ることができ

ました。 

「「ふげん」放射能インベントリ評価(１１)」

では、原子力発電所を解体すると発生する金属や

コンクリート廃棄物の一部にある放射能を安全

で精度よく低コストで求めるために必要な「中性

子スペクトル評価について発表しました。「ふげ

ん」では、①ふげん固有の重水冷却系中性子線源

のメカニズム、②ボナーボール（減速材付中性子

検出器）測定評価結果から、原子炉／一次冷却系

／重水系光中性子と線源に対応した３種類の特

徴的な中性子スペクトルがあること、③３種類の

中性子スペクトルを放射化量で見るとその差は

最大 2.1 倍程度であり、その最大となる重水冷却

系光中性子線源を代表スペクトルとして用いら

れることを報告しました（図３参照）。 
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「ふげん」では、今後も廃止措置技術の向上を

図るとともに、得られた知識についても継続して

発表・公開していきたいと思っています。 
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 ９月２、３日と日本原子力学会主催のヒューマ

ンマシンシステム（ＨＭＳ）研究部会の夏期セミ

ナーに参加しました。本研究部会とは、原子力プ

ラントの信頼性・安全性を高めるための機械と人

間のインターフェースの研究を目的として設立

され、「ふげん」も機械と人間の相互インターフ

ェースの観点から、廃止措置を進めて行きたいと

考えております。 

１．＜特別講演＞ 

「原子力と学会の役割―日本学術会議員とし

てー」 

日本学術会議の概要と活動内容についての報

告がありました。 

２．＜技術展望＞ 

①「次世代プラントの現場作業支援システム開発

事例紹介」 

（ウ ウェイ（三菱電機（株）先端総研） 

このシステムは、ＡＲ（Augmented Reality:

拡張現実感）技術を用いたシステムで、持ち運び

可能な小型パソコンと動画カメラを用いて、現場

で撮影した動画と、パソコンに格納された様々な

電子情報をリアルタイムで重畳してパソコン画

面に表示するシステムです。今回の報告では、原

子力発電所等のプラント保守作業の支援を目的

とした応用例が紹介されました。具体的には、現

場に設置されている多数の弁から、操作すべき弁

の場所の指示や、弁の開閉操作の順番等をこのシ

ステムを用いることにより、的確に作業員に指示

することが可能となり、作業の効率化や確実性の

向上が図れるものです。一方では、さらなる装置

の小型化や操作性の向上が今後の開発課題とし

て報告されました。 

②「フレキシブルメンテナンスシステムのプロジ

ェクトの紹介」 

（渡辺 長深（三菱重工原子力事業部）） 

原子力プラントメンテナンス技術の高度化の

ため、保守高度化技術及び訓練高度化技術の技術



開発を行っているとの報告でした。 

③「ＶＲ及びＡＲ技術を用いた解体計画支援シ  

ステムの開発と課題」 

（サイクル機構 ふげん 井口 幸弘） 

「ふげん」で開発している廃止措置エンジニア

リング支援システム内のＶＲ（Virtual Reality:

仮想現実感）技術を活用した解体作業シミュレー

ション（ＶＲｄｏｓｅ）とＡＲ技術を活用した現

場可視化システムの開発状況について報告しま

した。聴講者からは廃止措置に向けた、とても意

義深い技術開発を実施しており、今後のシステム

の発展に取り組んで下さいとの激励をいただき

ました。 
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３．＜パネル討論＞ 

原子力リスクコミュニケーションの取組み 

－地元女性と現場ワーカの対話－ 

ここでは、地元住民が原子力に対して抱いてい

るイメージについて、フリーディスカッションが

行なわれました。地元住民が原子力に対するイメ

ージについて理解することや地元住民が本当に

欲しい情報について知ることができました。 

４．＜企画講演＞ 

①「最近の事例にみる保安活動におけるヒューマ

ンファクターの課題と取り組み」 

原子力安全文化向上のために原子力安全基盤

機構（ＪＮＥＳ）が開発した支援ツールの説明が

なされました。 

②「原子力の世論―１０年間の調査から」 

関西圏を中心とした原子力発電所の意識調査

を実施し、分析を行なった結果、原子力の信頼性

回復には、長期の安全・安定運転が重要であると

のことでした。 

５．＜特別企画＞ 

「美浜事故概要速報と討論」 

８月９日に関西電力（株）で発生した蒸気漏れ

事故についての概要と今後の事故原因の追究に

全力を尽くすとの報告でした。 
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H16 年 6 月～7 月 

H16 年 6 月～９月 

H16 年８月 ２日 

９月 ２日 

 

9 月 10 日 

9 月 7 日 

9 月 17 日 

 

 

 

 

重水・ヘリウム系の重水ドレン、ヘリウムブロー 

工学的安全防護設備等の水抜き作業 

敦賀市商工会議所「ふげん廃止措置研究会」発足 

原子力学会ヒューマンマシンシステム部会夏期セミナー（敦賀） 

報告：“ＶＲ及びＡＲ技術を用いた解体計画支援システムの開発と課題”（記事参照） 

「ふげん」廃止措置技術専門委員会（記事参照） 

原子力研究交流制度に基づく中国からの研修生（３名）の入所式 

日本原子力学会秋の大会（京都）「ふげん」関係の報告４件（記事参照） 

“「ふげん」における廃止措置システムエンジニアリング(８)；可視化システムの開発

（１）”、 

“「ふげん」系統化学除染の廃止措置影響評価”、 

“「ふげん」放射能インベントリ評価(１１)；原子炉建屋内の中性子スペクトル評価”、 

“水浸漬法によるコンクリート中トリチウムの測定”（ＲＡＮＤＥＣ発表） 

今後今後今後今後のののの予定予定予定予定    

時   期 内   容 

H16 年 10 月 18 日～22 日 

 
ＯＥＣＤ／ＮＥＡ廃止措置協力計画、第３７回技術諮問グループ（ＴＡＧ）会議（ドイ

ツ、アーヘン） 


